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どの難治性中枢神経細菌感染症の治療に関してはす

でに多数例での報告が数多く存在する1）-3）が，高気圧

酸素療法の併用の有効性については症例報告が散見

されるのみで確立されていない4）-6）。疾患の特殊性か

ら今後もrandomized control studyは行われにくいと

考えられるため，本例のような症例の蓄積が重要と考

えられた。
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瘍の1例
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症例は64才，男性。既往に糖尿病あり。後頸部痛，

頭痛にて発症。他院にて変形性頸椎症の診断にて外

用剤を処方されたが症状は改善せず原因不明の発熱

も伴うようになったため，第7病日に当院神経内科に

紹介となった。受診時，体温37.0℃，項部硬直，頸

椎可動域制限を認めたが，その他に明らかな神経学

的異常は認めなかった。血液検査にて白血球 13600/

μl，CRP 33.1mg/dlと著明な炎症反応の高値を認め，

髄液検査にて細胞数731/mm3，蛋白173mg/dlと高値

を認めたため，髄膜炎の診断にて同日入院とし，抗

菌薬（メロペネム4g/日），抗結核薬，抗真菌薬，ス

テロイドパルス療法にて加療を開始した。入院後の画

像検査にて，C1-2レベルの頸椎前面にガス像を伴う頸

椎硬膜外膿瘍を認め，同部位の頸髄には圧迫による

ものと考えられる髄内T2高信号病変を認めた。椎間

板炎や椎体炎の所見を認めない一方，椎体前の筋肉

群の腫大を認め，内部には膿瘍も認められた。髄液

培養は陰性であったが，血液培養にて黄色ブドウ球菌

が検出され，起炎菌と考えられた。第14病日より左麻

痺の出現を認めるなど臨床症状の増悪を認めたため，

第15病日より高気圧酸素療法の併用を開始した（5回

/週，合計18回）ところ，臨床症状，画像所見とも次

第に改善を認めた。

頸椎硬膜外膿瘍は神経学的な後遺症を残し得る神

経救急疾患のひとつである。大量長期の抗菌薬のみ

にて軽快することもあるが，しばしば外科的なドレナ

ージ術を要するとされる。脳膿瘍や頸椎硬膜外膿瘍な


